
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 

 

 

                

第２1号 令和４年 3月４日（金）発行 

文責 佐藤正人 

9月 4日以来20回に渡っての学

習会が終了を迎えました。受験に向

かう雰囲気づくりと、心構えを身に

付けた受講生達は、めきめき力を付

けました。ご指導いただいた先生は 

太田英一塾長、数学：堀江 信先生、

保科 元先生、理科：白畑 泉先生、

社会：菅原弘昭先生、英語：佐々木

卓先生、コーディネートしてくださ

った太田ひろみ先生です。また、前

教育長菅原正志先生から、亀岡文殊

様（日本三大文殊）の合格鉛筆を、

夢サポート塾から激励のメッセージ

と共にお花を頂きました。 

ご指導ありがとうございました。 

１・２年生全員が、３年生への感謝と

進路実現に向けた激励の言葉をカードに

記し、昼の放送で思いを伝えました。部

活動や行事に臨む３年生の姿から、リー

ダーのあるべき姿、ポイントを捉えた思

いの伝え方を学ぶことが出来た１・２年

生が多くいました。令和４年度に向けた

エネルギーとなり、立中の伝統をつない

でくれることと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 26 日（土）旧狩川駅舎お別れ＆

新駅舎誕生セレモニーが行われ、２年、

渡部大貴さんが、旧駅舎との思い出と、

新駅舎へ寄せる思いを語りました。 

『僕が狩川駅を利用したのは、幼稚園の遠足です。電車が大好きだったので、切符を買ってみんなででかける遠足はとても嬉

しかったです。また、電車の通過する時刻を調べてもらって、こ線橋のあたりで電車が来るのを待っていたり、たまに道路と

並行に走る電車を見たときは、車の窓にひっつくように眺めて、赤信号で止まったりしないようにお願いしました。 

 狩川駅は長い間、この狩川や近くに住んでいる人達の貴重な玄関となっていました。本当にありがとうございます。 

新しい狩川駅は、少しスマートになったように感じますが、大きな風車や桜、田園風景を眺めることが出来る待合室で、一日

のスタートを考えながら電車を待ちたいと思います。これからも、狩川駅は、通勤や通学をはじめ、通院や買い物などで利用

する人達の夢や希望などを乗せて走る電車の、新たな玄関口として使用させていただきます。』 

① 課題を的確につかむ力（読解力） 

② 自分の言葉で説明する力（表現力） 

③ 学んだことを活用する力（活用力） 

庄内町の子ども達に身に付けさ

せたい力です。今、１・２年生は総

合学習（１年：職業調べ、２年：修

学旅行をつくりあげる）において、

１年間各教科を通し培ってきたこ

の３つの力を確かめる活動を行っ

ています。 

課題を明確に捉え、 

学んだことを活かし、更に ICT

機器を活用し深く調べ、 

仲間に伝わるように言葉を選ん

で説明します。 

①  

②  

③ 

 
① 課題をつかむ 

③ 資料の収集 

② 説明する・伝える 


